
重点目標６　　　ひきこもりの子ども・若者への支援の充実を図ります
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1 健康福祉部 障害福祉課
精神保健福祉センター特定相談
（思春期問題相談）

6 継続 875 942 

　精神保健福祉相談において、思春期及び青年期に
起こりがちな不登校等の相談100件に対応した。

　精神保健福祉相談において、思春期及び青年期に
起こりがちな不登校等の相談を実施する。
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2 健康福祉部 障害福祉課
ひきこもり地域支援センター設
置運営事業

6 継続 6,928 7,062 

　ひきこもりに特化した第一次相談窓口として、ひ
きこもり支援コーディネーターを１名配置し、相談
(電話159件、面接95件）、本人グループ（年24回実
施延べ102人参加）、家族教室（年10回延べ51人参
加）、研修会（R5.11.29開催、38名参加、参集形
式）、連絡協議会（R5.2.22開催、14機関参加、ハイ
ブリッド形式）、普及啓発等の事業を実施した。ま
た、令和４年10月よりひきこもり支援市町村等支援
員を１名配置し、多職種支援チームによる市町村支
援事業を２市に対して計３回実施した。

　ひきこもりに特化した第一次相談窓口として、ひ
きこもり支援コーディネーターを１名配置し、相談
対応、本人グループ、家族教室、出張相談会、研修
会、連絡協議会、普及啓発等の事業を実施する。ま
た、ひきこもり支援市町村等支援員を１名配置し、
多職種支援チームによる市町村支援事業を実施す
る。
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3 教育庁 学校教育課

学校の教育相談体制充実を支援
する外部専門家活用事業

【重点目標４、７、12に再掲】

4 6 7 12 継続 147,696 155,883 

　スクールカウンセラーについて、県内全ての公立
小・中学校への定期派遣及び市町村教育委員会から
の要請に応じた緊急派遣を行うとともに、県立高等
学校８校と県立特別支援学校１校への定期派遣を実
施した。
　また、小中連携型配置校及び同一市町村で同一ス
クールカウンセラーが配置されている学校で配置日
時（時間）の弾力的運用を実施し、効率的・効果的
な活用を促進した。
　スクールソーシャルワーカーについて、各教育事
務所に３～５名配置し、全小・中学校の要請に応じ
て派遣するとともに、県立学校に６名配置し、地区
の各校の要請に応じて対応した。

　スクールカウンセラーについて、県内全ての公立
小・中学校への定期派遣及び市町村教育委員会から
の要請に応じた緊急派遣を行うとともに、県立高等
学校７校と県立特別支援学校１校への定期派遣を行
う。
　また、小中連携型配置校及び同一市町村で同一ス
クールカウンセラーが配置されている学校で配置日
時（時間）の弾力的運用を実施し、効率的・効果的
な活用を促進する。
　スクールソーシャルワーカーについて、各教育事
務所に３～５名配置し、全小・中学校の要請に応じ
て派遣するとともに、県立学校に６名配置し、地区
の各校の要請に応じて派遣する。
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4 教育庁 学校教育課
24時間いじめ等電話相談事業

【重点目標４に再掲】
4 6 継続 9,841 9,900 

　学校教育課生徒指導支援Gとハートケアアドバイ
ザーが平日9：00～17：00の間対応した。
　上記以外は、業者委託により24時間電話相談に対
応した。

　学校教育課生徒指導支援Gとハートケアアドバイ
ザーが平日9：00～17：00の間対応する。
　上記以外は、業者委託により24時間電話相談に対
応する。
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5 教育庁 生涯学習課
若者の社会参加促進事業

【重点目標４、10に再掲】
4 6 10 継続 1,018 1,018 

　高等学校に在籍している不登校生徒やひきこも
り・ニート等の課題を抱える状況にあり、社会との
つながりへのきっかけを求めている若者の自立支援
に向け、「自然体験・交流塾」を実施した。
　青少年教育施設（種差少年自然の家・梵珠少年自
然の家）を拠点に、野外炊事・創作活動等、若者と
ボランティア、若者同士の関わりやつながりを形成
する事業を行った。（参加者数延べ43名）

　引き続き、社会とのつながりへのきっかけを求め
ている若者の自立支援に向け、「自然体験・交流
塾」を種差少年自然の家及び梵珠少年自然の家等に
てそれぞれ３回ずつ実施する。
　青少年教育施設を拠点に、子ども・若者支援団体
で形成されているネットワークを活用しながら、若
者同士の関わりやつながりを形成する事業を行う。
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重点目標項目

令和５年度「第３次青森県子ども・若者育成支援推進計画」関連事業一覧

　【基本目標Ⅱ】　困難を有する子ども・若者やその家族へのきめ細かな支援


